
 

「和食；日本人の伝統的な食文化」が、ユネスコ無形文化遺産に登録されてい

ることをご存じですか？ ここでいう「和食」とは、ただ単に料理のことだけで

はなく、日本の豊かな自然や気候風土のもとで育まれてきた「自然の尊重」とい

う精神に基づく食文化です。近年、ライフスタイルなどの変化により、この食文

化が失われつつあることから、その価値を見直し、国民全体で保護
ほ ご

・継承
けいしょう

してい

く必要があります。給食では、ご飯を主食とした和食の献立を中心に、行事食や

郷土料理を取り入れるなど、子どもたちに伝統的な食文化を伝えています。 

 

※「新米」と表示できるのは、精米の場合、原料玄米が生産された年の12 月31 日までに精白し、容器 

包装された精米に限ることが、食品表示法によって定められています。 

 

食事のときに「いた

だきます」「ごちそ

うさま」を言う 

はしを正しく使って

食べる 

ご飯と汁物、主菜、 

副菜をそろえる 

伝統的な行事食や郷

土料理を取り入れる 

旬の食べ物を味わう 

店頭に並んでいるお米に、「新米」の表示※が目立つようになりました。 

お米は、昔から日本人の食卓に欠かせないもので、炊いたご飯を主食とし 

て食べるほか、もちやだんごなど、さまざまなものに加工されてきました。 

 

「い（１）い（１）歯（８）」の語呂合わせから、1993 年に日本歯科医師会によっ

て定められた記念日です。やわらかいものばかりでなく、かみごたえのある食べ物を食

事に取り入れ、よくかんで食べる習慣をつけましょう。 

１１月食育だより 
松原市立松原第六中学校 

食育推進室 

令和３年１１月５日 

朝晩の冷え込みが厳しい季節になってきました。寒くなると朝もなかなか起きられませんよね。季節の変わ

り目は体調も崩しやすく、疲れが出やすいので、野菜などビタミンをたっぷり摂って、風邪を引かない体づく

りをを心がけましょう。 


